カイロ　90　８・２未明

未明　日本時間同日朝　イラク軍クウェート侵攻　戦車350両　開始９時間で制圧　イラクは、クウェート暫定自由政府設立と声明。米、空母機動部隊を急派。ソビエトなどと協調「即時無条件撤退」要求。

ニューヨーク　90　８・６午後

国連安保理　経済制裁を決議

ワシントン　90　８・７

空挺部隊を中心とした数千人規模の陸上兵力、F15二個飛行隊（48機）をサウジに派遣決定。サウジは、同国内の基地使用を認めた。

カイロ　90　8･8

イラクは同日午後6時半　クウェートの統合を宣言。米ブッシュ大統領は非難。エジプト、ムバラク大統領は緊急アラブ共同軍への参加を表明。イラクは他のアラブ諸国は不可侵を表明。

ニューヨーク　90　8･9

午前11時　国連安保理クウェート併合無効決議。

同日東京、坂本官房長官は米派兵を支持、併合は認めず。

ブリュッセル　90　8･10

NATO外相会議　米派兵を支持　経済制裁を確認。

同日カイロ、アラブ首脳会議　対イラク調停失敗　合同軍派遣を決議。

カイロ　9０　８･２０

イラク人質作戦開始　アラブ首長国連邦に米軍駐留。同日ワシントン、米大統領　人質作戦を非難。

ヘルシンキ　９０　９・９

ブッシュ米大統領、ゴルバチョフソ連大統領共同声明。イラクに即時撤退を要求。

ニューヨーク海部首相在日米軍に経済支援を表明。

アンマン　9０　10･4

海部首相ラマダンイラク副首相会談。

ニコシア・ワシントン　90　10･27

イラク、フランス人全員の出国を認める。イラク国内、食料ガソリン配給へ。ソ連フランス調停に。

ニューヨーク　90　11・29

国連安保理　対イラク武力容認決議　撤退期限1月15日。東京、坂本官房長官、決議指示を発表。

バグダッド　90　12・7

イラク人質全員の帰国を認める。

バグダッド・ワシントン　91　1・4

イラク外相、米の会談受諾。ブッシュ大統領、全面撤退の場合攻撃せず。

ジュネーブ　91　1･9

ベーカー米国務長官、アジズイラク外相会談　6時間で物別れ。同日カイロ、米国に対して警告。

バグダッド・ワシントン　91　1・13

イラク、米、両大統領、相互に非難。

ニューヨーク　91　1・16

イラク撤退　期限切れ。同日ワシントン、米、空海配備完了。

紅海　　　　空母セオドア・ルーズベルト　

空母サラトガ　

空母JFK

ペルシャ湾　空母ミッドウェー　

アラビア海　空母レンジャー

作戦機450機以上配備完了　総数1300機

ワシントン　91　1・17

米軍を中心とする多国籍軍は、現地時間午前3時イラクとクウェートに展開するイラク軍施設に攻撃を開始。英・サウジ・クウェート軍が参加。サンド・ストーム作戦、制空権掌握。イラク、降伏せずと表明。

	イラク軍
	米軍
	サウジ駐留多国籍軍

	兵員540,000人
	兵員400,000人
	兵員254,000人

	航空機500機
	航空機1,300機
	航空機452機

	車両4,000両
	車両2,000両
	車両1,753両


エルサレム　91　1･18

未明、イラク軍がイスラエルのテルアビブ、ハイファをミサイル攻撃、市民に負傷者。化学弾頭との情報。ソ連製スカッド改良B型「アルフセイン」「アルバス」ミサイル。射程と800km。電子戦闘、巡行ミサイル「トマフォーク」「レーダー錯乱EF1111A電子戦専用機」

イラク所有ソ連フランス製、レーダー追尾地対空ミサイル不能。同日東京、海部首相武力

東京　91　1・24

日本90億ドル支援。避難民移送の自衛隊派遣を決定。

バグダッド　91　２・12　13

フセイン大統領、プリマコフソ連特使に平和解決へ協力用意を声明。同時に「侵略者が撃退されるまで戦う」と示した。

アンマン　91　2・15

イラク革命評議会、条件付き撤退を表明。同日ワシントン、条件付き撤退を非難。

アンマン　91　２・22

イラク、地上戦用意を表明。同日ワシントン、48時間以内撤退を要求。最後通告。

リァド　91　2・24

午前四時、多国籍軍、クウェート・イラクに侵攻。地上戦開始。

アンマン91　２・26

イラク、クウェート撤退声明。米、戦闘継続。クウェート開放。イラク軍捕虜2万人。同日午前９時、米、全面降伏を勧告。翌日、勝利宣言。

